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2019年年頭にあたって
会長 竹内 強

古田武彦先生が亡くなられて、すでに三年が過ぎた。

古田史学の会ではその方向性が問題となってきている。先生が元気に研究活動をされている時

は、あれこれの問題が起きても、良きにしろ悪しきにしろ先生がその判断基準になってきた。い

わば北極星の役割を果たしてきた。

自分たちの研究や論考は何処が先進的で何処に問題があるのか、きちんと評論をして下さった。

それに対して私たちもまた、おおむねそれを了解することができた。

ところが、その判断基準がなくなったことにより、様々な意見が出されてもそれを規制する術
すべ

をなくしてしまっているのではないだろうか。最近の古田史学を見ていてそうしたことを危惧し

ている。

古田先生の歴史学は、戦後日本の古代史学会に対する痛烈な一石であった。「邪馬壹國」博多湾

岸説、九州王朝論などは、戦前の『記紀』に基づく古代史から脱皮できない学会に対する痛烈な

批判であった。かれらはこの批判に対して明確な反論すらせず、ただ無視の態度を貫いている。

日本の古代史を大きく前に進めるためには、我々はもう一度、古田武彦の古代史学をじっくりと

検証する必要があるのではないだろうか、性急な結論だけを求めてはいけない気がする。その点

で、2018年に行われた「大学セミナー」での取り組みがその第一歩になればと期待している。

もう一つ、古田先生の歴史学には、きわめて強いイデオロギーを私は感じている。戦前の皇国

史観、広島の原爆、敗戦、戦後の混沌とした時代、この時を青春のまっただ中で過ごした先生の

思いが古田史学の中に満ちあふれている。それは白村江の戦い後の戦後処理、唐の軍隊の行動は、

70年前の米占領軍を彷彿させる所に現れている。また、万世一系といわれる天皇制に対する見方

の中にもよく示されている。それは歴史を権力者の立場から見るのではなく一般庶民の目線でと

らえようとするものだと私は理解している。

ところで、最近出版された百田尚樹著『日本国紀』（幻冬舎）に古田武彦の名前が在野の歴史

家として一カ所のみ登場する。｢『倭の五王』は九州王朝の王ではなかったか」というのみであ

る。古代史についてもあれこれ書いているが、どれも「私は・・・思う」とか「・・・といわれ

ている」といった論調で何処の誰がどの本で書いているかなど一切触れていない。彼の書きたか

ったことは戦前戦後史の日本軍国主義の正当性のみだと言うことがこの本を読んでの感想である。

古田武彦の思想とは全く相容れないものである。

2019年がどんな年になるのか、素晴らしい未来を開く第一歩の年であることを願ってやまない。
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「たらし（足・帯）と九州王朝
一宮市 竹嶌正雄

１．はじめに

『隋書』俀国伝に「俀王あり、姓は阿毎、字は多利思北孤」とある。この俀国、即ち九

州王朝の王の名である「多利思」は『日本書紀』（以下『書紀』とする）には「足」、『古

事記』には「帯」として表記されている。それ等は天皇、皇后、皇子、皇女の国風諡号の

中にある「たらし(足・帯)」である。そして、その諡号は天武時代に編纂指示があった『記

紀』の編纂理念によるものと考える。

つまり、九州王朝最後の王である天武天皇が大和政権と九州王朝との間にある関わりを

隠しつつも伝えたかったものの一つである。諡号とは〔死者に対して、その生前の行跡に

よってつける名〕(大修館書店の新版漢語林より)である。因って、『記紀』にある諡号は

その編纂の時に、その人の行い、環境などを表すために考えられたものである。諡号は『記

紀』においてほぼ同じであるので、『書紀』の記述にて「伝えたかったもの」を明らかに

したい。

参考資料として、小学館の新編日本古典文学全集『日本書紀』①、②、③(以下『書紀』

という)を使用した。

『書紀』では「足・タラシ」とし、『隋書』では「多利思・タリシ」としているが、「足」

の訓読みは〔タりる、タる〕であるので、元は「タ・ル・シ」であって、それが訛ったも

のと考える。そして、古代日本語で「タ」は〔耕す・治める〕、「ル」は〔流域・地域〕、「シ」

は〔真の・本当の・自分で〕であるので、「足・多利思」の意味は〔自分で流域・地域を

治める〕と考える。ここで云う「多利思」の流域とは筑後川流域である。

２．「足」を諡号にもつ天皇、皇后、皇子、皇女

(１)世襲足媛

世襲足媛は孝昭天皇の皇后で、天足彦国押人命と日本足彦国押人(孝安)天皇を生んでい

る。また、尾張連の遠祖・瀛津世襲の妹とある。この瀛津世襲の出自を考えてみる。「瀛

津」の『書紀』での初出は神代上〔第六段〕一書第一の誓約により生まれた瀛津島姫であ

る。この姫は天照大神の十握剣から生まれた子で、宗像の三姉妹の一人である。つまり、

この「瀛津」の名が付けられたということは、瀛津世襲及びその一族が天照大神の後裔で

あり、初期九州王朝の系譜の中に入っていると考える。そして、その一族が北部九州から

移り住んだ所は葛城である。即ち、瀛津世襲は尾張連の遠祖とあり、この尾張とは神武即

位前紀にある高尾張邑(『書紀』①、211頁)の尾張であり、文注に「或本に云はく、葛城

邑なりといふ」(同、211頁)とあることから分かる。

では、葛城の何処かであるが、南郷大東遺跡に大規模な「水の祭祀場」施設跡が確認さ

れている。この遺跡は５世紀の遺跡で世襲足媛の時代の3世紀中頃より新しいが、南郷遺

跡群は金剛山東麓の扇状地にあり、谷川と尾根が交互に連続する地形で古くより水との関

わりがあった地域と考える。つまり、世襲足媛の頃にも水に関わる祭祀が行われていたと

考える。

世襲足媛の「足」には水に関わる意味があり、足媛はこの祭祀場に関与していたことを

天武期の人が表したと考える。つまり、瀛津世襲一族は葛城の南郷地区に移住していた。

また、天照大神の曾孫である火明命が尾張連の始祖としていることも、瀛津世襲一族が海

人族である初期九州王朝に連なる事を示している。
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(２)天足彦国押人命、日本足彦国押人天皇

天足彦国押人命と日本足彦国押人天皇の両親は孝昭天皇と世襲足媛である。孝昭天皇は

「都を掖上に遷したまふ。是を池心宮と謂ふ。」と『書紀』①、253頁にある。この池心宮

は現御所市三室の鴨都波遺跡周辺にあり、葛城川から水を取り入れた池を中心とした宮を

意味したと考える。また、孝昭天皇の両親は懿徳天皇とその兄・息石耳命の娘・天豊津媛

命である。さらに、息石耳命と懿徳天皇の両親は安寧天皇と鴨王の娘・渟名底仲媛命であ

る。

即ち、懿徳天皇は鴨王の孫となるので、鴨一族に属する事になる。この鴨一族の本拠地

は鴨都波遺跡周辺であったので、渟名底仲媛命も鴨都波に居て、息石耳命と懿徳天皇を育

てたと推測する。

そして、懿徳天皇は「都を軽の地に遷したまふ。是を曲峡宮と謂ふ。」と『書紀』①、2

49・250頁にある。軽の地とは鴨の地が訛ったもので、鴨都波を示している。また、曲峡

宮とは鴨都波の横を流れる葛城川が曲がりくねり、狭くなった所の宮を意味すると考える。

懿徳天皇の曲峡宮と孝昭天皇の池心宮は共に葛城川に関係するものであり、「流域」に関

するものであった。また、前項にあるように孝昭天皇の皇后である世襲足媛も水に関係し

ていた。この両親より生まれた兄弟に「足」を含む諡号が与えられた理由である。

(３)大足彦命(景行天皇)

大足彦命の両親は垂仁天皇と丹波道主王の娘・日葉酢媛命である。丹波道主王の母親は

『記』に息長水依比売とあり、丹波道主王は琵琶湖水系に関わりを持つのである。その娘

である日葉酢媛命も琵琶湖水系に関連していたと考えられる。

景行紀の記述を見ると同一人物による記録とは思えない内容である。つまり、前半は九

州王朝による豊国及び熊襲国の平定であり、後半は近畿政治的同盟評議会による東国平定

を伝えるものである。その評議会の長であった大足彦命は晩年近江国志賀の高穴穂宮に移

っている。この事は、大足彦命が母親・日葉酢媛命の古里とも言える琵琶湖畔に移り余生

を過ごした事を伝えており、この琵琶湖水系への関わりにより、「足」を持つ大足彦命と

なった。また、キングメーカー息長氏の影が見える。

(４)稚足彦尊(成務天皇)

稚足彦尊の両親は大足彦命(景行天皇)と八坂入彦命の娘・八坂入媛である。八坂入彦命

の両親は崇神天皇と尾張大海媛である。尾張大海媛は『記』には尾張連が祖・意富阿麻比

売とある。また、前述のように『書紀』には尾張連の遠祖・瀛津世襲とあるように尾張氏

は初期九州王朝の海人族の一員であった。つまり、尾張大海媛は海人族出身であり、八坂

入彦命も八坂入媛も海人族に連なり、水に関係している。よって、稚足彦尊は海人族に連

なると共に父親の大足彦命の名に因み「足」を持つ稚足彦尊の名が付けられた。

(５)足仲彦尊(仲哀天皇)

足仲彦尊の両親は日本武尊と両道入姫皇女である。両道入姫皇女は『記』では石衝毗売

命の別名で、布多遅入理毗売命とある。この石衝毗売命の兄が石衝別王であり、『書紀』

では磐衝別命とあるので、この兄妹の両親は垂仁天皇と山城国の大国不遅の娘・綺戸辺と

なる。つまり、垂仁紀に明記はないが、両道入姫皇女は山背大国不遅の孫娘となる。

また、大国不遅の系譜詳細は分からないが、『記』にある山代大筒木真若王の２～３代

後と考え、淀川と木津川の合流域に居住していたと考える。因って、両道入姫皇女の両道

とは淀川と木津川を意味し、流域と関係するので、その息子に「足」を持つ足仲彦尊の名

が付けられた。
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(６)五十日足彦命(石田君の遠祖)

五十日足彦命の両親は垂仁天皇と山背苅幡戸辺であり、大足彦命(景行天皇)の異母兄弟

である。山背苅幡戸辺は『記』では苅羽田刀弁とあり、妹に弟苅羽田刀弁がいる。弟苅羽

田刀弁は『書紀』では綺戸辺であるので、山背苅幡戸辺と綺戸辺とは姉妹である。即ち、

前出の大国不遅の娘姉妹である。つまり、五十日足彦命は足仲彦尊と同様に淀川と木津川

に関係する事により「足」を持つ名が付けられた。また、石田君の遠祖とされるのは宇治

川(淀川)の北側の京都市伏見区石田地区に本拠地を置いて居た為と考える。

(７)気長足姫尊(神功皇后)

気長足姫尊の両親は気長宿禰王と葛城高顙媛である。前述のように「足」を持つ名は母

方の系譜に由来しているが、気長足姫尊の場合は父親の気長宿禰王の経歴に因るのである。

即ち、子供は母親の里で養育される為、その環境及び系譜に因るのであるが、気長足姫尊

の場合は母親の葛城高顙媛が気長宿禰王の元へ移り、そこで育った為に気長氏のそれに起

因するのである。つまり、琵琶湖水運を掌握する気長宿禰王の元で育ったことにより、水

に関係する「足」を持つ名が付けられた。また、足仲彦尊との婚姻は琵琶湖・淀川水運同

族による。

(８)稚足姫皇女(伊勢斎宮)

稚足姫皇女の両親は雄略天皇と葛城円大臣の娘・韓媛である。葛城円大臣は安康天皇を

殺した眉輪王を匿った事で雄略天皇に殺された。この時、葛城円大臣は雄略天皇に「女韓

媛と葛城の宅七区とを奉献りて、罪を贖はむことを請ふた」と『書紀』②、145頁にある。

この「葛城の宅七区」については安康記に「五村の屯宅は、今の葛城の五村の苑人なり」

とある。『倭名類聚抄』によれば大和国忍海郡に園人郷があるとある。その明確な所在地

は不明であるが、現葛城市新庄の辺りに求められている。ここ新庄には葛木御県神社があ

り、葛城県はこの辺りと考える。つまり、五世紀後半期の葛城氏の首長であった円大臣は

忍海郡から葛下郡南部の北部葛城地域を本拠地としていたと考える。

この北部葛城地域は古くは懿徳天皇・孝昭天皇が宮を置いた鴨都波を含んでおり、また

葛城川をはじめ曽我川、高田川など多くの川がある。葛城円大臣も水や流域に関係してい

たことにより、孫に「足」を持つ名の稚足姫皇女が付けられた。因みに、韓媛の名は円大

臣が南部葛城地域の南郷地区に居た韓国からの渡来人の娘を娶って生まれた子に因ると考

える。

(９)息長足日広額尊(舒明天皇)

息長足日広額尊の両親は押坂彦人大兄皇子と糠手姫皇女である。前述のように「足」を

持つ諡号の由来は母親の出自に起因していたが、息長足日広額尊の場合は息長の氏名を冠

しているように父親の押坂彦人大兄皇子の出自に因っている。即ち、押坂彦人大兄皇子の

母親は広姫であり、広姫は息長真手王の３～４代後の人である。息長真手王は琵琶湖水運

を掌握していた息長氏の末裔で、大和川水運を掌握していた大和息長氏の長であった。つ

まり、息長足日広額尊は水運に関係する息長氏に繋がる事により「足」を持つ名が付けら

れた。

(10)天豊財重日足姫尊(皇極天皇)

天豊財重日足姫尊も舒明天皇と同様に父親方の出自による。つまり、天豊財重日足姫尊

の祖父が舒明天皇の父親である押坂彦人大兄皇子であるので、舒明天皇と同じ経緯により、

「足」を持つ名が付けられた。
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３．まとめ

『書紀』では「足」、古事記では「帯」で表記される「タラシ」又は「タリシ」を名に

持つ天皇、皇后、皇子、皇女等の居住地は葛城川流域と琵琶湖、淀川流域の二つに分ける

ことができる。また、その出自を見ると葛城・尾張氏と息長氏の二つのグループに分ける

ことができる。

葛城川流域 葛城川流域 琵琶湖・淀川流域 大和川流域

尾張氏 葛城氏 息長氏 息長氏

火明命 鴨王、渟名底仲媛命 息長水依比売 息長真手王

瀛津世襲 息石耳命、天豊津媛命 丹波道主王 広姫

世襲足媛 懿徳天皇 日葉酢媛命 押坂彦人大兄皇子

天足彦国押人命 孝昭天皇 大足彦命 息長足日広額尊

日本足彦国押人尊 葛城高顙媛 大国不遅、苅幡戸辺 茅渟王

尾張大海媛、 葛城円大臣 五十日足彦命 天豊財重日足姫尊

八坂入彦命 韓媛 綺戸辺、両道入姫皇女

八坂入媛 稚足姫皇女 足仲彦尊

稚足彦尊 気長宿禰王

気長足姫尊

(１)尾張氏

天照大神の曾孫の火明命は尾張氏の始祖であり、瀛津世襲は尾張氏の遠祖であり、稚足

彦尊(成務天皇)の曾祖母である尾張大海媛の名に「大海」がある事からも、尾張氏は初期

九州王朝を構成する海人族の一員であったことが分かる。その尾張氏が葛城川上流の南郷

遺跡を中心とした地域に北部九州から移り住み、葛城氏と協調して初期近畿政権を作った

と考える。

(２)葛城氏

葛城氏について、加藤謙吉氏(現在放送大学講師)は「葛城」とは氏ウジではなく地名を

表したもので、葛城地方に割拠した土豪たちの連合体であり、対外的に結束するために作

り上げた同族団組織である(大阪府立近つ飛鳥博物館編集・発行「ヤマト王権と葛城氏」1

44頁より)と考えられている。つまり、葛城氏は鴨都波遺跡を中心とした葛城川下流域に

北部九州や半島南部から集まり移り住んだ氏族と考える。

(３)息長氏

息長氏の始祖は天照大神の子・天津日子根命であり、遠祖は天之御影神である。そして、

その一族は琵琶湖畔の野洲川平野に移り住み、琵琶湖及び淀川の水運を掌握して経済力を

大きくしていった。そして、淀川流域や大和川流域に移り住んだ分家と共に近畿政権に関

与し、尾張氏等と協調して、時には本家九州王朝から派遣された近畿政権のリーダー擁立

に尽力していったと考える。



*1 箕面寺秘密縁起：箕面寺（瀧安寺）所蔵の「箕面寺秘密縁起絵巻」３巻をいう。箕面寺建立を中心とする役行者

一代記。江戸初期成立

*2 深仙灌項系譜：三井寺本山派修験道の伝法を示す深仙渾頂の系譜(役行者から江戸時代末期の住心院堆真に至るま

での百人の略伝・系譜。)をいう。深（神）仙濯頂というのは、修験道の最大の根本道場といわれる大峰山の中央最

奥の秘所、深（神）仙の濯頂堂で修せられる本山派の修験濯頂。江戸末期成立と推定される。聖護院所蔵
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『箕面寺秘密縁起』における古代逸年号
瀬戸市 林 伸禧

１ はじめに

本誌208号（平成29年12月）の「古代逸年号（白雉年号の重複）－古代史覚書帳－」で

『箕面寺秘密縁起』
*1
の白雉年号の重複状況を発表したが、それ以外にも校訂すべき事項

が判明したので報告する。

また、『箕面寺秘密縁起』での古代逸年号を校訂するにあたり、『深仙灌項系譜』
*2
（以

下「系譜」という。）を参考にした。

２ 『箕面寺秘密縁起』での古代逸年号

記述されている古代逸年号は、表１のとおりである。

表１ 『箕面寺秘密縁起』における古代逸年号

巻数 記 事 年号 年数 行者年令

巻一 ①舒明天皇御宇正徳六年甲午正月1日…… 正徳 ６ １

②孝徳天皇御宇白雉元年〔庚戌〕歳次壬子冬十月十七日 白雉 １ －

③孝徳天皇御宇白雉元年〔庚戌〕歳次壬子春三月十七日 ３

④孝徳天皇御宇白雉元年〔庚戌〕歳次季夏四月十七日

巻二 ⑤行者五十二歳 天武天皇御宇白鳳元年壬申春二月四日己巳 白鳳 １ ５２

⑥持統天皇御宇 朱鳥八年歳次甲午春正月八日 朱鳥 ８ －

⑦持統天皇御宇 大化九季乙未二月十日 …… 六十二 大化 ９ ６２

⑧文武天皇御宇 大宝元年辛丑二月廿五日…… 生年六十八 大宝 １ ６８

⑨文武天皇御宇 大寶二年〔壬寅〕六月七日 行者六十九歳 ２ ６９

※１ 検証のため、「大宝」年号を含めた。

２ 出典：『山岳宗教史研究叢書』18（修験道史料集・西日本編）275～283頁

３ 役行者年令
えんのぎようじや

役行者の年令は、表１の①、⑧、⑨について、次のとおり「誕生」の１歳から「到着于



*1 ほとんどの年代記では「聖徳」と記述されているので、そのように校訂する。

*2 古代逸年号を第Ⅰ系・第Ⅱ系年号などと分類した。詳細は、拙著『古代逸年号（抄）』をされたい。

*3 干支の算出は、『日本書紀暦日原典』（編集者：内田正男、雄山閣出版、昭和53年1月）による。（351・348頁参照）
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伊豆大嶋」に68歳、「大唐飛去」に69歳と整合がとれている。

①舒明天皇御宇正徳（※聖徳*1）六年甲午（634年）十月七日に誕生。

⑧文武天皇御宇 大宝元年（701年）辛丑二月廿五日 到着于伊豆大嶋 召出行者 生年

六十八

⑨文武天皇御宇、大寶二年（702年）〔壬寅〕六月七日、行者六十九歳、當山戊亥角自

往生峯、履金足駄持金杖、大唐飛去給畢 大寶二年當六十九歳

また、「系譜」では、「舒明天皇六年（634年）甲午」を誕生年とし、「大寶二年壬寅に大

唐飛去畢。六十九歳。」としている。

４ 白雉年号の重複

(1) ②③の「孝徳天皇御宇白雉元年〔庚戌〕歳次壬子」は

・白雉元年壬子（652年）冬十月十七日（19歳）……第Ⅰ系年号
*2

・白雉元年庚戌（650年）冬十月十七日（17歳）……第Ⅱ系年号

と整理される。そして、書写者は第Ⅰ系年号から第Ⅱ系年号にと改変したが、「壬子」

年を削除するに抵抗がありそのまま記述したと思われる。

「系譜」では、「孝徳天皇白雉三年壬子。祖師十九歳。」である。

(2) ④の「孝徳天皇御宇白雉元年〔庚戌〕歳次季」は一般的に「孝徳天皇御宇白雉元年〔庚

戌〕歳次■季」と、数字が入るべき文章であると思われる。

『箕面寺秘密縁起』記述方式より、庚戌年を基に第Ⅰ系・第Ⅱ系年号で記述すると

・第Ⅰ系年号：孝徳天皇 常色四年（650年）歳次庚戌（17歳）

・第Ⅱ系年号：孝徳天皇 白雉元年（650年）歳次庚戌（17歳）

となる。また、「系譜」では「孝徳天皇白雉元年庚戌十七歳」である。

５ ⑤の「52歳 天武天皇御宇白鳳元年壬申春二月四日己巳」について

(1) 「天武天皇御宇白鳳元年壬申春二月四日」について

正確に記述すると、

・天武天皇白鳳元年壬申二月癸亥朔丙寅（四日）
*3

である。四日の日干支は「丙寅」で、「己巳」では七日である。

「己巳」を四日とする場合は次のとおりである。

・齊明七年辛酉（白鳳元年）春二月丙寅朔己巳（四日）

この矛盾を理解するには、当初は第Ⅰ系年号の「齊明天皇白鳳元年辛酉」で記述され

ていたが、書写者は、第Ⅱ系年号のみしか承知していなかったので「天武天皇白鳳元年

壬申」に改変し、それ以外の「春二月四日己巳」は訂正しなかったので矛盾が生じたと

思われる。

すなわち、本来は次のとおりと思われる。なお、「系譜」では記述されていない。

・第Ⅰ系年号：齊明天皇御宇白鳳元年（661年）歳次辛酉春二月丙寅朔己巳（四日）

(2} 「五十二歳」について

52歳での年号は「天武十四年乙酉２月丁丑朔庚辰（４日）」であり、「己巳」では53日

となるので、52歳と記述した意味は不明である。
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６ ⑥持統天皇御宇 朱鳥八年歳次甲午春正月八日

甲午年は694年（持統八年）で、『二中歴』では朱鳥九年である。また、朱鳥八年は癸巳

年（693年、持統七年）である。

すなわち、１年ズレ（朱鳥八年癸巳、又は朱鳥九年甲午）が生じている。それゆえ、年

令を記述しなかったと思われる。

７ ⑦「持統天皇御宇大化九季乙未二月十日 流遣伊豆国大嶋 行者六十二也」について

六十二歳は、「持統九年乙未」である。それ故、次のように考えられ得る。

(1)「持統九年大化元年乙未」（朱鳥八年甲午の次年の乙未年は改元された）とした場合

「元」を草書・行書で記述すると「九」と誤認され得る。また、他の文献では「大化

元年乙未」がある。

(2)「持統九年朱鳥九年乙未」（引きつづいて、朱鳥年号が継続された）とした場合

他の文献では、朱鳥九年が存在する。

(3)筆者は、書写者が「大化」年号を用いているので、本来は「持統九年大化元年乙未」

と考える。いずれにしても、大化九年は存在しないことは明確である。

「系譜」では、「持統天皇朱雀九年乙未」である。

８ 見解

『箕面寺秘密縁起』は第Ⅰ系年号で記述されていたが、書写者は第Ⅱ系年号しか承知し

ていなかったので、出来うる限り第Ⅱ系年号に改変したと思われる。よって、本来の経歴

は表２のとおりと思われる。

表２ 校訂後の『箕面寺秘密縁起』年表

巻数 記 事 行者年令 年号 年数 西暦 干支

巻一 ①舒明天皇御宇 聖徳六年甲午正月1日…… １ 聖徳 ６ ６３４ 甲午

④孝徳天皇御宇 常色四季歳次庚戌夏四月十七日 １７ 常色 ４ ６５０ 庚戌

②孝徳天皇御宇 白雉元年歳次壬子冬十月十七日 １９ 白雉 １ ６５２ 壬子

③孝徳天皇御宇 白雉元年歳次壬子春三月十七日

巻二 ⑤齊明天皇御宇 白鳳元年辛酉春二月四日己巳 ２８ 白鳳 １ ６６１ 辛酉

⑥持統天皇御宇 朱鳥八年歳次甲午春正月八日 ６１ 朱鳥 ８ ６９４ 甲午

⑦持統天皇御宇 大化元季乙未二月十日 …… 六十二 ６２ 大化 元 ６９５ 乙未

⑧文武天皇御宇 大宝元年辛丑二月廿五日…… 生年六十八 ６８ 大宝 １ ７０１ 辛丑

⑨文武天皇御宇 大寶二年〔壬寅〕六月七日 行者六十九歳 ６９ ２ ７０２ 壬寅

※ 訂正箇所はゴシック体とした。
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倭の五王の武の時代
一宮市 畑田寿一

倭の五王の最後の天皇は在任時期から雄略天皇とされているが異論も多く、決着をみて

いるとは言い難い。また、最近では新しい説を掲げる研究者も少なくなり一種の手詰まり

状態にあると言える。

筆者はこの原因はヤマト王朝１国論にあり、九州王朝の存在を前提にした場合、別な展

開が可能になるのではないかと考えている。以下、諸兄のご叱正を覚悟の上で試論を述べ

てみたい。

１ 東アジアの動向

朝鮮半島を中心とした動きと日本書紀に記述を一覧にしてみると次の様になる。

西暦 東アジアの動き 日本での出来事

460 倭国斉没し世子興、宋に遣使。 （雄略４年）

461 百済蓋鹵王、倭国に昆支を派遣。

462 宋、倭国世子興を冊封。 呉より朝貢を受ける。

464 任那王が高句麗を討伐。 南宋に使者を送る。

465 高句麗、北魏に朝貢 紀小弓宿弥、新羅を討伐。

468 高句麗、新羅を攻撃。 南宋に使者を送る。

469 北魏、宋より山東半島を奪取。

470 新羅、三年山城を築く。 呉国の使者が機織を伝授。

471 北魏、献文帝に譲位。 稲荷山古墳鉄剣の紀銘。

472 百済、北魏に朝貢、高句麗攻撃を要請。

475 高句麗が百済漢城を陥し、蓋鹵王を処刑。 高句麗、百済を滅ぼす記事

477 倭国、宋に遣使。昆支帰国。 倭国、百済を再建。

478 倭国、宋に遣使し武冊封を受ける。 江田船山古墳ワカタケル銘

479 宋滅亡。南斉建国 倭国高麗攻撃。雄略天皇没。

東アジアの情勢は混沌としており、戦争が絶える間が無かった。日本と百済との人の行

き来は盛んであったが、ヤマト王朝の関与度合いは今ひとつはっきりしない。更に、雄略

天皇の代に宋への遣使は２回行われているが、冊封を受けた人物と雄略天皇との関係は全

く合っていないことが分かる。
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２ ５世紀に出土した冠や耳飾り

国内で出土する王冠や耳飾りの地域を調べてみると、北九州を中心に関東地域まで広が

っていることが分かる。

これらの品は百済王朝からの贈呈品か、軍事氏族による朝鮮半島への出撃時の戦利品と

考えられ、出土する地域と朝鮮半島との濃厚な関係が覗われる。

① 金銅冠

古 墳 名 材質 形式

熊本県玉名郡 江田船山古墳 金銅 広帯式

同 上 金銅 狭帯式

佐賀県唐津市 島田塚古墳 金銅 広帯式

福井県吉田郡 岩船山古墳 鍍銀 額飾式

同 上 金銅 額飾式

長野県東筑摩郡 桜が丘古墳 金銅 狭帯式

群馬県佐渡郡 二子山古墳 金銅 狭帯式

茨城県行方郡 三昧塚古墳 金銅 広帯式

② 垂飾付き耳飾り

古 墳 名 材質 形状

熊本県玉名郡 江田船山古墳 金・銀 宝珠形

同 上 金 心葉形

佐賀県唐津市 島田塚古墳 金 宝珠形

福岡県糸島郡 陣内古墳 金 心葉形

大分県派速見郡 鬼の窟古墳 金 心葉形

愛媛県新居浜市 金子山古墳 金銅 宝珠形

大阪府八尾市 西車塚古墳 銀 宝珠形

奈良県磯城郡 島根山古墳 金 三翼形

奈良県橿原市 新沢千塚古墳 金 特殊形

和歌山県和歌山市太谷古墳 金・銀 三翼形

福井県戸遠敷郡 野口西塚古墳 金 宝珠形

千葉県市原市 二子塚古墳 銀 宝珠形

茨城県行方郡 三昧塚古墳 金銅 宝珠形

出典：『日本書紀研究２』（塙書房、1971年）の「倭の五王の時代」（小林行雄）
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３ 武の上奏文

「武」は478年に冊封を受けるにあたり上奏文を捧呈した。その文は駢儷体と呼ばれ、
べんれい たい

４文字と６文字を組み合わせて韻を踏み、中国故事も引用しており、中国系官僚の存在を

覗わせるものであった。上奏文を注意深く読むと「武」が当時置かれていた状況が透けて

見える箇所がある。（出典：『倭国伝 全訳注 中国正史に描かれた日本』講談社学術文庫）

①「奄（にわ）かに父兄を喪い・・居しく諒闇（りょうあん）に在り」

諒闇とは喪中を表し、「武」は父と兄を続けて亡くしていた。462年、兄の「興」は皇太

子として冊封を受けており、その後何時倭王となったかは不明であるが477年に朝貢を行

っており、その時まで「興」は生きていたと考えられる。

②「而るに句驪無道にして、図りて見呑を欲し、辺隷を掠抄し、虔劉して已まず」
く り けんりゆう

高句麗が邪魔をして宋への朝貢がままならない事を訴えているが、『日本書紀』では489

年には高句麗を討つために出撃しており、書紀の記述に従うと、言っていることと実行し

ていることが合っていない。

③「竊かに自ら開府儀同三司を仮し、其の余も咸な仮授して、以て忠節を励む」
ひ そ み

「開府儀同三司」は諸説あるが、この時代では単に「将軍」程度の意味であると思われ

る。「其の余」は何を指すか異論もあるが、ここでは「部下」の意味と捉らえたい。要は

部下も各々役割に応じて冊封を仮授したとしていることを示す。

④「東は毛人を征すること五十五国、西は衆夷を服すること六十六国。渡りて海北を平ぐ

ること九十五国」

毛人は東国毛野王国を示し、海北は朝鮮半島を示すと考えられているが、当時未だ毛野

王国は独立国として存在し、朝鮮半島には任那を拠点として持っていたに過ぎない。配下

にしていた国の数などは全く根拠が無いが、いずれの地域にも動きを同調する勢力が存在

したことを示すものであろう。

４ 477年と478年の朝貢

『宋書』本紀には、次のとおり記載がある。

・大明４年１２月（460年） 倭国遣使献方物。

・大明６年 ３月（462年） 以倭国王世子興為安東将軍。

・昇明元年１１月（477年） 倭国遣使献方物。

・昇明２年 ５月（478年） 倭国王武遣使献方物。以武為安東大将軍。

460年に朝貢を行ったが宋側の事情（国内の災害多発？）により２年遅れの冊封となり、

462年に「興」は皇太子として冊封を受ける。478年には「為」の文字が使われており、「武」

は初めて冊封を受けた。

477年は送り主は不明であるが「興」の可能性が高い。恐らく、年号の変わり目を狙っ

て、安東大将軍にして貰おうとしたのではなかろうか。477年の朝貢は中国側の間違いと

する説もあるが、中国側の記録精度からみても有り得ない。「武＝雄略」として『日本書

紀』（以下『書紀』とする）の記録と重ね合わせると雄略は晩年に冊封を受け、１年後に

没していることになる。更に477年の送り主を「興」とすると雄略の在任期間は１年のみ

となり、『書紀』の記述と全く矛盾することになる。
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一方、『書紀』では雄略天皇期に２回の呉（宋）への派遣が記録されている。

・１回目 雄略８年（464）身狭村主青、桧隈民使博徳を呉に派遣。

雄略10年（466）呉から貰った鵞鳥が水間君の犬に噛まれる。

・２回目 雄略12年（468）同じ人物を再び派遣する。

雄略14年（470）織物の技術者とともに帰る。

年代が微妙に違うが派遣の記録としては史実に近いと考えられる。ただし、この記録と

雄略＝武とすることとは別問題であろう。

身狭村主青は渡来人の東漢出身で、大和を居留地とする説が一般的であるが、九州にも
む さ の す ぐ り あ お

居留地があり、水間君の記述も合わせると九州王朝からの派遣も考えられる。

５ 武を雄略天皇に比定する場合の不都合点

以上、幾つかのデータによる不都合点を眺めてきたが、比定の原点は「武＝ワカタケル」

にあると言える。しかし、「武」を「タケル」と読むのは訓読みで、『日本書紀研究２』（塙

書房、1971年）の中の章「倭の五王の時代」の記述者である小林行雄氏に拠れば、当時は

訓読みの習慣は無かったとしている。

６ 冊封の持つ意義

冊封の持つ意義を軍事面からみると、中国が軍事支援をしてくれる訳でもなく、武器支

援すらも期待できない。敢えて言えば、次があげられる。

① 中国の属国になることにより中国からの侵略を防ぐ。

② 隣国に侵攻した場合、冊封を受けていないと「侵略」であるが、受けていれば認

められている支配地での「内乱の制圧」と強弁できる。

朝鮮半島の国々は①についても意義があるが、倭国では②程度の意義しかない。

一方、実際に軍事行動をする側を冊封の必要性の度合いが強い順に並べると、次のとお

りである。

① 朝鮮半島南部に駐在する倭国勢力

② 朝鮮半島に出撃する全国の軍事氏族

③ 朝鮮半島に出撃を依頼する九州王朝

結局、①や②の勢力の要請に応じて、九州王朝が中国と掛け合い冊封を受けていたので

は無かろうか。そのとき、①②にも冊封を受けることが出来れば理想的であった。

７ 「武」は誰か

筆者は「武」の候補として「磐井君」に注目している。磐井の乱は528年に発生してお

り、磐井の祖父の墓とされる石人山古墳は5世紀前半～中央とされている。「武」が冊封を

受けた478年には磐井君一族は九州中央部で一定の権力を保有していた。磐井君を地方の

首長とする説もあるが、古墳の数、規模からみて当時の経済の中心は有明海沿岸にあった

と考えてよい。時代的に「磐井君の父」か「磐井君自身」が「武」の時代にあたる。ただ

し、同時代に海人族として栄えた「肥君」も無視できない。この辺りが九州王朝を代表し

て中国と掛け合ったのでは無かろうか。



- 13 -

８ 南斉への朝貢

南宋が滅んだ後、502年に「武」は南斉から進号を受けている。これらは中国側が勝手

に行ったものと解釈されていたが、2011年に『諸番職貢圖巻』（張庚）が発見され倭国か

らの朝貢の可能性が出てきた。前述の推定が正しければ「磐井君本人」が対象になり得る。

９ まとめ

５世紀の朝鮮半島は争いの絶える間が無かった。一方、九州では吉野ヶ里遺跡を最後に

環濠集落は無くなり、磐井の乱以外に大きな戦いは起きていない。

当時、日本列島に複数の王朝や政治的に独立した地域があったが、お互いに地域の自治

を認めていた。朝鮮半島からは大量の難民と百済の貴族が避難して来たが在来勢力を凌駕

するには至らなかった。

経済的には古来より朝鮮半島南部、九州北中部、瀬戸内海西部を一体とした「倭人経済

圏」が存在し、鉄資源を朝鮮半島に依存していた。この中にあって中国からの冊封は必要

不可欠な事項であったと考えられる。

一方、ヤマト王朝は出雲や吉備、近江での製鉄により鉄資源をある程度国産化できてお

り、朝鮮半島との貿易も海人族が行っていたので冊封には関心を持たなかった。

「冊封の持つ意義」の章で述べたように、「九州王朝が冊封を受け、これを日本全国の関

係者に配り、朝鮮半島での利権を維持していた。」とする試論を掲げて終りとしたい。

『魏志』倭人伝の投馬國（要旨）
名古屋市 石田泉城

平成３１年２月１０日（日）に多元的古代研究会の主催で次のとおり開催される講演会

で、見出しのテーマについてお話しすることになりました。その内容は、既に「東海の古

代」213号（平成30年５月）で示したもので、その要旨を次に示します。

日時：2019年2月10日（日）13時～

場所：東京・文京区民センター・3D会議室

主催：多元的古代研究会

内容：① 『魏志』倭人伝の投馬國（石田泉城）

② 「条坊都市はなぜ造られたかー浄御原は大宰府」（服部静尚）
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＜要旨＞

投馬國の位置を特定するには、いわゆる『魏志』倭人伝の投馬國に関する記事をしっか

り理解し、その条件を把握することです。

投馬國の比定地の条件については、第１の条件として邪馬壹國が位置する北部九州より

北に位置すること、第２の条件として帯方郡から南へ水行二十日のところに位置すること、

第３の条件として、邪馬壹國の次に大きな５万戸の国であること、この３つの条件を満た

すところが投馬國です。

倭人伝の編纂者の陳寿は、邪馬壹國以北の国々については戸数・道里など詳細を記すと

して、邪馬壹國の前に里程などのわかる国々をすべて記します。そして、邪馬壹國の記事

の後に里程等がわからない遠方の国々の国名だけを記します。こうした記述の構成になっ

ています。

この構成において、まず、第一に帯方郡から邪馬壹國の玄関、不彌國に至るメインルー

トを記します。第二に帯方郡から投馬国への別ルートを記します。このようにして邪馬壹

國までの行程がわかる国々をすべて示します。その上で、第三に帯方郡から邪馬壹國に至

る１万２千余里にかかる日数等の行程と官吏などの詳細を記し、ここが女王國であると示

しました。陳寿は、第一、第二、第三のそれぞれが帯方郡から至る記事として順序よく記

述しています。

そして第四に邪馬壹國以北の国々については戸数・道里を記すなどの注釈を加えたのち

に、邪馬壹國以南の国々の国名のみを記しています。

北部九州より北に位置し、帯方郡から水行のみで至る場所は、朝鮮半島と九州の間の対

馬海峡に位置する島と考えられます。朝鮮半島南端から九州北端までは海行10日です。帯

方郡から投馬國へ至るには水行20日ですから、その倍の日数（距離）です。

朝鮮半島南端から九州北端までの倍の距離を、帯方郡から南へあててみると、そこには

済州島があります。

投馬國は５万戸ですから７万戸の邪馬壹國の次に人口が多く、対馬や壱岐に比べてかな

り大きな島ということをあわせて考えると済州島が投馬國に相応しいです。

済州島は最初に示した３つの条件を全て満たしますので、投馬國は済州島であると結論

づけます。

なお、韓人の呼ぶ耽羅と倭人の呼ぶ投馬は発音上も似通っており投馬國が済州島である

ことを示唆します。
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「東海の古代」（209号～220号）目録

号数 発行年月 分 類 表 題 連載 頁 著 者

209 30年 1月 挨 拶 年頭のあいさつ 1 竹内 強

論 考 皇后系図から欠史八代の天皇の動向を探る 2 畑田寿一

『日本書紀』（継体～持統紀）の正月記事 7 林 伸禧

倭の五王 ― 『宋書』の倭国 その９ ９ 13 石田敬一

210 30年 2月 論 考 倭の五王 ― 『宋書』の倭国 その10 10 1 石田敬一

『日本書紀』年表５ 9 林 伸禧

天照大神の時代 12 畑田寿一

211 30年 3月 論 考 『旧唐書・百済伝』と『日本書紀』の比較による「白村江の戦 1 竹嶋正雄
い」の考察

近江地方の製鉄と東海 8 畑田寿一

空白の推古三十年 12 石田敬一

倭の五王 ― 『宋書』の倭国 その11 11 15 石田敬一

212 30年 4月 論 考 倭国と天国 1 竹嶋正雄
あまつくに

船形埴輪と海洋交易 5 畑田寿一

天『日本書紀』年表２について 9 林 伸禧

高市皇子即位説 13 石田泉城

その他 倭の五王 ― 『宋書』の倭國 - 関連Yahoo!ニュース・西日本新 15 石田泉城
聞の記事

213 30年 5月 論 考 卑彌呼の冢 １ 1 石田泉城

「４世紀の尾張北部の邇波氏と大和朝廷 9 畑田寿一

『魏志』倭人伝の投馬国 12 石田泉城

ひろば 『魏志』倭人伝の投馬国について補完する情報提供 16 石田泉城

214 30年 6月 論 考 卑彌呼の冢 その２ ２ 1 石田泉城

『万葉集』に掲載されている「朱鳥年号」 8 林 伸禧

５世紀頃の毛野王朝の存在を探る 11 畑田寿一

その他 中小路俊逸氏の「学問の方法」― 古代史覚書帳 ― 15 林 伸禧

215 30年 7月 論 考 古代倭国の外交 1 畑田寿一

卑彌呼の冢 その３ ３ 4 石田泉城

建元・改元（２） ２ 11 林 伸禧

216 30年 8月 論 考 日向三代の時代を俯瞰する 1 畑田寿一

卑彌呼の冢 その４ ４ 6 石田泉城

217 30年 9月 論 考 卑彌呼の冢 その５ ５ 1 石田泉城

諏訪地方の古代 11 畑田寿一

「 牟羅国」の所在地（１） １ 15 林 伸禧

『法隆寺伽藍縁起竝流記資材帳』における古代逸年号 18 林 伸禧
－ 古代史覚書帳 －
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号数 発行年月 分 類 表 題 連載回数 頁 著 者

218 30年10月 論 考 息長氏と九州王朝 1 竹嶋正雄

卑彌呼の冢 その６ ６ 6 石田泉城

「 牟羅国」の所在地（２） ２ 10 林 伸禧
た ん む ら

「二朝並立論」における一年のズレについて 15 林 伸禧
－ 古代史覚書帳 －

３世紀の我が国の製鉄を眺め直す 16 畑田寿一

219 30年11月 論 考 「 牟羅国」の所在地（３） ３ 1 林 伸禧
た ん む ら

白村江の戦いとその後の日本 7 畑田寿一

卑彌呼の冢 その７（完） ７ 11 石田泉城

220 30年12月 論 考 「お稲荷さま」を考察する 1 山田 裕

景行天皇の九州巡幸 9 畑田寿一

『隋書』の月行とは 13 竹嶋正雄

私の卑彌呼 14 石田泉城

前回の例会の内容

■「お稲荷さま」を考察する
安城市 山田 裕

「稲荷さま」は商売繁盛の神として崇め
られており、その原点は稲荷さまこと大市
姫である。

■景行天皇の九州巡幸
一宮市 畑田寿一

景行天皇の九州巡幸は、地方の豪族周辺
にあぶれた渡来人などの野盗の類を成敗し
た九州王朝内部の出来事である。

■『隋書』の月行とは
一宮市 竹嶌正雄

『隋書』百済伝にある「海行三月」とは、
百済の都港から済州島までの距離を表した
ものであり、その距離約400㎞を当時の海行
速度３ﾉｯﾄ＝約5.5㎞/時で割ると約72時間と
なる。つまり「月行」は24時間昼夜を問わ
ず連続して海行した時の距離を表している。

■『箕面寺秘密縁起』における古代逸年号
瀬戸市 林 伸禧

『箕面寺秘密縁起』について年表を配布
するとともに、同縁起における古代逸年号で
校訂すべき事項を報告した。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
古田武彦先生とその学問に興味のある方ならど
なたの参加も歓迎します。また参加に際し事前
連絡不要、遅刻・早退もかまいません。例会で
発表する場合には資料を２５部用意ください。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

例会の予定

■ 例会の予定
１ 日 時 １月６日(日) 13:30～17:00
２ 場 所 名古屋市市政資料館 第１集会室

名古屋市東区白壁1-3、TEL052-953-0051
３ 参加料 500円 （会員は不要）
４ 交通機関
(1) 地下鉄名城線「市役所」、東徒歩８分
(2) 名鉄瀬戸線「東大手」、南徒歩５分
(3) 市バス「市政資料館南」、北徒歩５分
(4) 市バス「清水口」、南西徒歩８分
(5) 市バス「市役所」、東徒歩８分
５ 駐車場 市政資料館：12台＋α収容(無料)

■ 来月の例会 ２月１０日(日)13:30～

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

■ 投稿締切り日 １月28日(月)厳守

■ 投稿先（編集担当：石田）
furutashigaku_tokai@yahoo.co.jp

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
■ 投稿文の留意点（お願い）
・インデントやタブは設定しない。
・基本は、12ポイント。
・本文、引用文は、MS明朝12ポイント
・大小の見出しは、MSゴシック12ポイント
・本文中で使用の写真は別ファイルで。
・強調したい場合は、適宜、太字、鍵かっ
こ、下線などで示してください。

・編集側で文字等を修正する場合があるの
で校正の際に十分に確認してください。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊


